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招待講演者： 

プラズマ駆動型化学反応系の複合分析と機能材料の開拓 

はじめに：プラズマインフォマティクス 

磁場閉じ込め核融合プラズマのデータ駆動型研究の進展 

深層学習・量子アニーリングを活用したプラズマプロセスの解析と制御 

半導体における計測インフォマティクス 

マルチモーダルAI材料インフォマティクスによる複雑材料機能予測 

プラズマ気相・液体の化学的相互作用の解明 

触媒反応における非平衡プラズマ化学の活用 

プラズマのつくる電子・イオン・ラジカル・光の織りな
す複雑な反応場がトリガーとなり，これまでにみら
れてこなかった現象や新たな法則の発見があいつ
いでいる．また，情報科学の手法を取り入れプラズ
マインフォマティクスと称する複雑系システム工学，
計測との統合解析，プロセス制御へと発展がみられ
ている．複雑系システム制御の学術基盤「プラズマ
駆動型科学」が創成されることで，さらに新たなプ
ラズマプロセスへの展開が期待される． 


